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抗 原抗体反應 と白血球像研究補遺(第3報)

所 謂 吉 田 氏 反 応 の 発 現 機 序 に 就 て

(文部省科学研究費論文)

熊本大学医学部皮膚科泌尿器科教室(主 任 楢原憲章教授)

講 師 野 尻 正 寿
の じ り まさ と し

緒 言

余は泌尿性器結核患者に結核 ワクチン又は

旧ツベルクリン稀釈液の微量を注射するとき

は肺結核患老に於てみられたと同様な一過性

白血球減少症,所 謂吉田氏反応陽性が極めて

高率に現われ,而 も患腎別除後は次第に陽性

度の低下乃至陰転化の傾向を来 す こ とを認

め,本 現i象が結核病変に職由して発現 し,よ

くその活動状態を示すものであることを報告

した(第1報,そ の11)).更 に叙上 の現象

がチフスワクチン,人 血清,BCG或 は精製

痘苗を以て感作 した家兎 に微量の同種抗原

(BCG感 作家兎に於ては旧ツベルクリン)を

再注射した場合,主 として体液性抗体を産生

すると老えられるチフスワクチン及び人血清

感作家兎群に於てのみ,而 も抗体価或は凝集

価の高い程強 く現われ,主 として組織鉤着性

抗体を産生すると考えられるBCG及 び精痘

感作家兎群では現われないか或は現われても

稀であることを立証し,本 現象は流血中の遊

離抗体 と同種抗原 とによる抗原抗体反応に職

由するものであらうとの推論をなした(第2

報2,).

感作動物に於ける抗原再注射によつて招来

される過敏症ショック症状 としては,感 作抗

原に関係なく血圧降下,体 温下降,血 液凝固

の低下・白血球減少・補体価の減少等3〕4)「・)

が招来される・然 りとすれば感作動物に抗原

の微量を再注射する際に惹起 され る抗原抗体

反応は極めて軽微な為にショック症状を誘発

するに至らず,単 にその症状の一つである一

過性白血球減少症のみが発現されることも当

然老 えられる.

余は更に本篇に於ては感作動物に於て抗原

の微量を再注射後招来 され る一過性白血球減

少症の発現機序を解明せんとして,健 康家兎

に感作家兎血清を移入 し,同 血清中の抗体が

流血中に含まれて居る時期に微量の同種抗原

の注射を行い,こ れが末棺血中の白血球数に

及ぼす影響,感 作動物に微量同種抗原再注射

後の白血球数減少現象に対する抗 ヒスタミン

剤,抗 プラスミン剤の影響及び試験管内抗原

抗体反応によつて生じた沈降物注射の健康家

兎白血球数に及ぼす影響等を検 した.然 して

叙上の検索結果 と従前の報告 とを比較検討す

ることにより結核患者に微量の旧ツペルクリ

ン液を注射後招来 され る一過性白血球減少

症,所 謂吉田氏反応の発現機序が等 しく流血

中の結核性遊離抗体 と旧ツベルクリン液乃至

結核 ワクチンとに よる抗原抗体反応に職由し

て招来されるもの で あ ることを明らかにし

た.

實験材料及び實験 方法

實罰材料 実験動物としては体重2.5～3kg.の白
色・雄性成熟家兎を,感作抗原としては1%結 晶卵
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白アル ブ ミン液(以 後 卵 白ア液 と略)を,感 作 血清 と

してけ飯 上の抗原 液 を家 兎体璽kg当 りLl}cc宛 隔

日,3回,耳 静脈 内に注射 後2週 問 を経 て採血,分

離 した血 清 を用 いた,

然 して緒 方1富1ω に倣 い抗原 価 及 び抗 体価 を測 定,

抗 休価 × 抗 原価7,を 以 て 感作血 清 の沈降 素価 を現

わ した.

抗 ア レ几ギー剤 として抗 ヒスタ ミン剤(以 後抗 ヒ剤

と略),ソ ラ ミン(第 一 製薬会 社 、「N.N.1・imethyl

N'rpChlorbnr7)r1}-N-`2-PyrimidyltF{hyl-

endiamine)及 び抗 プラ ス ミン剤1以 後 抗 プ剤 と略),

イプ シ ロ ン(第 一 製 薬 会 社)(E・Aminocaplon.

S汽ure)を 選 んだ,ヒ ス タ ミン液 はHirtaminedil,y

drocMorideのlgを 無 菌 蒸溜 水100ccに 熔解 使用

した.

試 験管 内抗原 抗 休反応沈 降 物 と して は 卵 白ア感作

血清(64×5,120>,抗 原(0.1%結 冨卵 白 アルブ ミン

液)を 夫 々0・5cc宛 試 験 管 内 に て 混 和,良 く振盤

後124時 間室 温 に放置,遠 心沈 澱 し上 清 をすて,得

た沈降物 を生理 的 食塩水 を以て洗 灘,本 操 作 を3回

繰 り返 し,得 た沈 降物 に生 理 的食 塩水1ccを 加 え,艮

く掩 搾 して可及的 均質浮 遊液 とな した もの を,更 に最

適比沈 降物6's)と して最 適 比 に稀釈 し た 抗 原 及 び抗

体 を夫 々0.5cc宛 混 合,37。C1時 間鰐卵 器 内に放

置 ・叙 上同様 グ操作 を行 い,得 た沈 降物 へ生 理的 食塩

水1ccを 加 えた もの を体 重k9当 り0.2cc宛 用 いた.

白血球 鋭増減判 定基 准 末梢 白血 球数 の 算 定は既

に第2報 に於 て述 べ た如 く、 注 射 前,注 射 後30,

6,120,180分 目に家 兎耳 静脈 よ り採 血 した血 液 に

就 て行い,注 射 前 の 白血球 数 似 後LCと 略}を 指

数 似 後Ind.と 略}100と し,注 射 前値 よ り2%

以下 の減 少 は誤 差範 囲 の動 揺 と し(一),21～30%の

減 少 を(±},31～40%の 減少 を(+)J41～50%の

減少 を(+),50%以 上 の減 少 を1柵)を 以 て表 示 し

た.

実験並びに貿験成績

1抗 結晶卵自アル ブミン家兎血膚による受動性

感作家兎に於ける実駿

1>受 動感作家兎に於 ける対応抗原1卵 白ア液)の

微 量注射が白血球数に及ぼす影響・

劃照灘験a)O.1%結 晶卵白ア液の微量注射の健

康家兎白血球数に及ぼす影響.惹 起注射 と して用い

る0,1%卵 白ア液の微量(家 兎体重kg当 り0・2c・)

静注が非感作家兎のLCに 及ぼす影響 を知 る為にlj

頭 の健 康 家 兎に つい て実 験 を 行 つ た.抗 原 静注 後3

時間 に亘 つてLCを 検 した結果 は表1に み る如 く注

射 後60乃 至120分 目に3頭 の 家 兎何れ に もLC

の減 少f12～25%減)が 招 来 された に止 まり,著 し

き影 響は み られ なか つた.

b)抗 結 品卵 白ア 家 兎血 清注射 の 健 康家 兎白血 球

数 に及 ぼす影響.既 述 の如 き方法 で1%卵 白 ア液 を

以 て感作 し得 た抗 結品卵 白 ア家 兎血 清 〔64×5,120)を

6頭 の健 康 家兎 に就 て体重k9当 りO.2cc宛 静 注

LCに 及 ぼ す影響 を検 した 俵2参 照〕.そ の結果 は

2頭(No・32及 び35ノ に於 て抗血 清注 射後30分

乃至60分 目に何 れ もLCの26%減 を示 した外,

残 り4頭 は何 れ も2)%以 下 の減少 に止 まつ た,

要 之・健 康家 兎 に0・1以 卵 白ア液 の微 量或 は抗 卵

白 ア家 兎血 清の微 量 を静 注 す る もLCに は 著 しい数

的減少 は現 われ ない.

木 脅 膚 叙 上 の6頭 の健康 家 兎に抗 卵 白ア家 兎血

清 を齢 注 し受動 感作 を行 つた ・受動 感作3時 間後,家

兎31,33,34,35号 の4頭 に ついて(a)対 照 実験

に よつ て健 康家 兎 にはLCに 数 的 変動 を 殆 ん ど招来

しない こ とが立 証 された徴 量t家 兎休 重kg当 り0.2

cc)の0・1%卵 白 ア液 を静注 、LCの 変 動 を 追究 し

た.そ グ結 果は非 感作 時 と異 な り全家 兎 に著 しいLC

の一過性 減少 が明 らか にみ られ た.即 ち卵白 ア液 静注

後30分 乃至60分 に し て36%(No・35),46%

(No.:3・,51%(No341及 び56%(No31)のLC

の減 少 が現わ れ,1頭tNo.34tを 除 い て早 きは卵白

ア液注 射60分tNo35)後 ・遅 くも180分 ぐNo「.q.)

後 には注 射 前のLC乃 至そ れ以 上に達 した.

更 に抗 卵白 ア家兎血 清静 注24時 間後4頭 の家兎

表1tzl%卵 白ア ルブ ミン体 重k9当 り

0.fCf静 注 の健 康家 兎 白血 球数 に及 ぼす影響

(対照 実験)

家兎

番号

白 血 球 数

27

28

29

1注 射 前 後 … ㎡12・tl8・ ・

1【350940090〔 ・0109001055⑪

(100)(91,(87)(105)(102)

6000585052504500750}

(1「O)(98)(88)(75)(125)

640065005600585》5250

(100)(102)(88)(91)(82)

判定

士

()内 は注射前値を100と する指数
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について0,1%卵 白ア液 を家兎体重kg当 り0・2cc

静注 しLCの 変動 を検 した・その結果は32号 家兎

に於て静注後30分 目45%のLCの 減少を招来 し

た外,33号 家兎に於ては240/d・34号 家兎35%・35

号家兎14%のLC減 少を招来 したに過 ぎず・非感

作家兎に卵白ア液静注 を行 つ た対照実験 と大差をみ

ない.殊 に同一家兎に於 て抗卵白 ア家兎血清 を以て

受動感作3時 間後抗原注射時と24時 間後の抗原注

射時のLC減 少率を比鞍する時は,前 者に 於て明ら

かに顕著である・

要之,受 動感作によつて流血中に抗体が尚多量に存

する感作3時 間後 に 同種抗原の微量 を 注射 する時

は,,第2報 に於て実験的に立証 した人血清或 はチフ

スワクチン感作家兎に同種抗原 の微量 を注射 して誘

発 されたと全 く同様 な 一過性LC減 少 が招来 され

た.然 も受動感作3時 間後及び24時 間後 と2回

対 応抗原 を注射した場合には24時 間後,Vこ於ては本

現i象は薯 しく減弱を示した・ 只受動感作3時 間後抗

原注射 を行わず,24時 間後に始 め て 抗原 を注射し 、

た32号 家兎に於 ては 一過性 ・LC減 は強 く現われ

た.即 ち受動感作後連続2回 抗原注射 の際・第2回

注射後LC滅 が微弱化 したのは時間の 経過と共に流

血中に移入された抗体が流血中 よ り排除 された為か

或は第1回 の抗原注射により脱感作が 行われた為か

或は両者が共に関与するかは俄かに推断 し難いが,と

もあれ流血中の抗体の多寡が,LC減 少の発現に重要

な役割 を演ずることを思推 させる.

2)受 動感作用抗卵白 ア 家兎血清 の沈降素価の相

'違による影響 沈降素価64×5 ,120{A)及 び4×

2・560(B)と 相異 なる2種 の抗卵 白ア家兎血清 を作

成,両 血清を健康家兎3頭 及び2頭.に 夫々家兎体

重kg当 り0・2cc宛 静注・受動感作後5分 を 経て

0.1%卵 白ア液家兎体重kg当 り02cc宛 静注・こ

れがLCに 及ぼす影響 を追求した.そ の結果は表3

に示す如 く,A抗 血清感作家兎群では抗原注射60分

乃至120分 後に 、LCは 最大 減少 に 達 し・36号 家

兎46%,37号 家兎64%,38号 家兎71%の 減少

を示 し,然 も180分 後尚全例が15%乃 至29%の

減少に止 まる,然 るに沈降素価の低 いB抗 血清感作

家兎では39号 家兎は抗原注射後30分 目12%の,

40号 家兎では 抗原注豹60分 後24%の 減少を示

した後急激に増加 し,抗 原注射前値 を遥かに上廻 る増

加 を示 した.

要之,受 動感作 を行つた抗血清の沈降素価が高い場

合は抗原注射後のLC減 少は顕著で,然 も永続的で
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では30分 後23%のLC減 少 を来した・即ち対照

2の 実験結果に比 して41号 家兎では抗 ヒ剤使用の

本実験の方がLCの 減少は顕著 で あ るが・42号 及

び43号 家兎では抗 ヒ剤使用時 の 方が対照実験の結

果に比 し,明 らかにLCの 減 少 は 軽微 となつてい

る.

要之,卵 白ア感作家兎に同種抗原卵白ア液の微量を

注射 し惹起される一過性LC減 少はLCに 影響 を

及ぼさない抗 ヒ剤の同時投与 に よつ て抑制 される場

合が多い様である.

21受 動感作家兎に於ける場合 健康家兎3頭 を選

び,抗 ヒ剤 ソラミン家兎体重kg当 り10mgを 皮下

に注射,30分 後抗卵 白 ア家兎血清(64x5,120)家

兎体重kg当 り0・2cc静 注 し家兎を受動的に感作,

更に5分 を経て同種抗原01%卵 白 ア液家兎体重

kg当 り02cc宛 静 注,徴 量抗原再注射後惹起され

るLC減 に対する抗 ヒ剤の抑制効果 を検 した,結 果

は44号 家兎では抗原注射120分 後54%減,45

号家兎では60分 後49%減,46号 家 兎 で は30

分後31%減 を示し,然 も44号 及び45号 家兎で

は抗原注射1SO分 後抗原注射前値 に 比 し尚50乃

表5受 動感作家兎に於ける抗原注射 による

,白血球数減少に及ぼす抗 ヒスタミン剤の影響

家兎

番号

44

45

46

白 血 球 数

注 射 前 後30'60'120!180'

5200

(100)

850⊂,

(lOO)

83QO

(100)

29502800240t)2600
(57)(54)(46)(50)
6000430061507700
(71)(51)(72)(91)
5700120001850024000
(69)(145)(223)(289)

判

定

all

十

十

至9%の 減少を示 し,只46号 家兎のみが抗原注射

60分 後 より既に注射前値 を上廻つて増加を示した ・

要之,本 実験は同一家兎について抗 ヒ剤の前処置を

行 うことな く受動感作後抗原再注射 によるLCの 減

少 を追求した対照実験を欠いてい るが,叙 上の実験結

果か らすれぱ仮に抗 ヒ剤に抑制作用 が あ る としても

その効果は顕著であるとは云い得ない様である.

3)ヒ スタミン注射 の白血球数に及 ぼ す 影響並び

にこれに対する抗 ヒ剤の抑制作用 「対照実験)

ヒスタミン(以 後 ヒと略}の 健康家兎白血球数に及

ぼす影響 を知 るために健康家兎3頭 を選び.1%ヒ

液を家兎体重k9当 り0.5mg宛 静 注,LCの 動揺

を検 した.表6に みる如 く結果は47号 家兎に於て

ヒ注射直後より不安状態 を呈し,約30秒 後 より約

3分 間に亘 り跳躍,鞭 転反則,痙 綴等 の シ ヨ ツ ク

症状 を呈 し,15乃 至20分 にして殆んど恢復 した ・

LCは ヒ注射後30分 目に18%の,60分 目に31

%の 減 を来 した後次第に恢復,180分 で注射 前値に

恢復した.48及 び49号 家兎では呼吸促迫,不 安状

態が窺われたに過ぎず,LCの 減少は48号 家兎でヒ
　

注射120分 後に15%減,49号 家兎 で は ヒ注射

60分 後に31%減 を来 したに過 ぎなかつた・即ち抗

ヒ剤注射は健康家兎LCに 対し軽微ではあるが 一過

性減少 を招来するものの様である・

叙上のヒ注射によるLCの 一過性減少症V:.tsす重
抗 ヒ剤の効果 を検するために健康家兎3頭 を選び,

抗 ヒ剤 ソラミンを家兎休重kg当 り10mg宛 皮下に

注射30分 後に,予 め実験的に決定 した シヨツク致

死量2・5m9を 静注 した.そ の結果 は ヒ単独注射家

兎と異なり・ヒは5倍 の大量なるに拘 わ らず3頭

の家兎何れも殆んどシヨツク症状 を呈せず,LCも52

号家兎に於ては寧ろ増多 を示 し,50号 家兎で は ヒ注

射60分 後13%減,51号 家兎では ヒ注射30分

表6ヒ ス タ ミン注射 の 白血 球数 に及 ぼす影 響並 びに抗 ヒス タ ミン剤'(ソ ラ ミン)の 抑制 効 果

ヒ ス タ ミンkg当 り 蝿〕・5mg静 注 ソラ ミンkg当 り10mg皮 下注30分 後 ヒスタ
ミンkg当 り25mg静 注

家兎番号
白 血 球 数

注射 前 後30'60'120'180'

47

48

49

6550

(100)

9350

(100)

8950

(100)

5350

(82)

8500

(91)

9200

(103)

4550

(69)

9300

(99)

6150

(69)

5650
(86)
7950
(85)

12000
(134)

6800

(104)

14000

(150)

16000

(179)

塑 家兎番号

白 血 球 数

注 射 前 後30'60'120'180'

十

十

50

51

52

闘
淵
7050

1(100)

6250
(90)
4400
(84)
7750
(llO)

6050
(87)
5000
(96)
7950
(113)

840012000
(121)(173)
58507700
(113)(148)
910010100
(129)(143)

判
定
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後16%減 を示したのみで ヒ注射120分 後 は 両者

共に注射前値へ復した 即ち抗 ヒ剤 はヒ注射 によつて

誘発されるLC減 少を完全 に 阻止 す る ことが出来

た,

III璽 動感作家兎に於け る同種抗原注射による

一過性自血球藪減少に劃す る競プラス ミン

剛の影■

既述の如 く抗 ブ剤 としてはイプシロン 「第一製薬会

社)を 選び・先ず対照実験 としてイプシロン家兎体重

kg当 り100mg皮 下注射が健康家兎 に 及 ぼす影響

を2頭 の家兎につ い て 検 した1表7参 照}.56号

家兎に於てはLCに12%の 一過性減少がみられた

が57号 家兎では37%の 増加が現われた.即 ち抗

ブ剤は家兎LCに 対 して影響を及ぼさない.

次に偉康家兎3頭 を選び・抗プ剤 イプシロン家兎

体重k郎 当 り100mg皮 下注射PO分 後に抗卵白ア

家兎血清t64×5,120)を 家兎体重kg当 り0.2cc宛

静注し受動感作を行つた後5分 を経て同種抗原01

%卵 白ア液家兎体重kg当 り0.2cc宛 静注,LCの

動揺を検した(表7参 照).そ の 結果は3頭 共に抗

原注射120分 後に最減値 を示 し53号 家兎83%減

54号 家兎75%減,55号 家兎740/,、減 を呈し,抗

原注射180分 を経るも3頭 共に注射前値 より35%

乃至58%減 の低い値に止 まつた,即 ち本群に於て

も抗ブ剤を用いることな く,同一抗卵白ア血清受動感

作家兎に於て抗原注射後のLC減 少を検 した対照実

験 を欠いてはいるが,叙 上¢結果から仮令抗プ剤に抑

制作用があるとしても微弱なものであ り,恐 らくは殆

んどないものと推断 して差支えない様である・

IV試 験管内抗原航体亙感によつて産生された

沈隆物注射の白血球轍に及ぼす影響並びに

これに劃す る抗 ヒスタ ミン剛の作用

既述の方法で作成 した 試験管内抗原抗体反応沈降

物の健康家兎LCに 及ぼす 影響 を3頭 の家兎につ

いて検 した(表8参 照》.沈降 物 静 注後f8号 家兎

ではLCは 次第に減少して注射1EO分 後最 も減少

表7受 動感作家兎に於ける抗原注射による白血球数減少に及ぼす

抗 プラ不 ミン剤(イ プシロン)の 影響

対照1健 康家兎に於ける抗 プ剤注射の影響

掴 薮誌 ㌦ 球∴
56

57

5200

(100)

4650

(IOO)

4600

(88}

5550

(119)

455049005850
(88)(94)(113}
635050006000
(137)(108)(129)

判
定

T 受動感作家兎に於ける抗原注射に対
する抗 プ剤の影響

家兎番号

53

54

55

白 血 球 数

注射 前 後30'60'120/180'

6500415016501100

(100)(64)(25)(17)

355021001400900

(100)(59)(39)(25)

4550265015001200

(100)(58)(33)(26)

4200

(65)

1700

(48)

1900

(42)

判
定

→什

→,ト

う伴

表8抗 原抗体反応による沈降物注射の白血球数に及ぼす影響及び

それに対する抗 ヒスタミン剤の影響

抗原抗体反応沈降物注射の影響 抗原抗体反応沈降物注射の影響
に対する抗 ヒ剤の作用

家兎番号

58

59

60

白 血 球 数

注 射 前 後30'60'120'180'

1夏550

(100)

7100

(100)

9800

(100)

7300
(63)
4950
(70)
3F,OO
(37)

5350

(46)

4200

(59)

3450

(35)

6550
(57)

12500
(177}
7900
(81)

5000

(43}

8500

(120)

11100

(113)

凝 家兎鶴

惜

十←

帯

61

62

63

白 血 球 数

注射 前 後30'60'120t180'

4800

(100)

8600

(100)

7350

(100)

4250

(89)

6300

(73)

7500

(102)

2450

(51)

3950

(46)

2850

(39)

7900

(165)

4400

(51)

4000

(54)

13{-00

(271)

5000

(58)

8000

(109)

判
定

十

Hii

惜
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し,注射前に比し57%減 を示し・59及 び60号 家

兎では沈降物静注60分 後最 も減少し 前者では注

射前より41%減 を,後 者 で は65%減 を 呈する

が,前 者では沈降物静注120分 後既に注射前値を上

廻つて上昇 し,後 者は180分 後に注射前値 より13%

増 を示し,3頭 共に沈降物静注 に よつてLC一 過性

減少が明白に招来された.

更レ三健康家兎3頭 を選び,抗 ヒ剤 ソラミン家兎体

重kg当 り10mg宛 皮下 注射後30分 を経て叙上

と同〒実験 を行い,沈 降物注射 に よつて招来される

LB減 少に対する抗 ヒ剤の影響を検 し た 「表8参

照).沈 降物静注後3頭 共に30分 後 に最 も著明な

減少を来 し,61号 家兎49%減,62号 家 兎54%

減,63号 家兎61%減 を示 しJ61号 家兎は沈降物

静注120分 後,63号 家兎は180分 後 に 沈降物注

射 前値以上に増加するが,62号 家兎 は沈 降 物注射

180分 後尚注射前値より42%減 に止 まつた・即 ち

試験管内抗原抗体反応 に よつ て産出 される沈降物の

微量注射により招来されるLCの 一過性減少 は抗 ヒ

剤投与によつて抑制されない,

更に既述の如 く試験管内 に 於 て 抗卵白ア家兎血漕

(64×5,120)を 用いて最適比に稀釈した抗原及び抗

体 を夫 々0・5cc宛 混和・産生 された沈降物 を生理的

食塩水1ccに 稀釈,得 た浮遊液 を家兎体璽kg当 り

0.2ccを 諺注, .LCに 及ぼす 影響 を・3頭の健康家兎

について検 した(表9参 照)・そ の 結果 は沈降物注

射60分 後にLCは 最 も顕著な減少 を示 し・64号

家兎に於て23%減,65号 家兎37%減 ・66号 家

兎14%減 で,然 も沈降物静注120分 乃至180分

後には注射前値より上廻る値に増加 を示 した,即 ち最

適比に抗原抗体反応を行つて産生 され た 沈降物を注

射 しても軽度ではあるがLCの で過性減少が 招来さ

れる様である.

V泌 尿性器結棲患者に蔑ツベル クリン液(.!:

2000)微 量注射による一過性白血球減少症,

所謂吉田氏笈態に尉 す る 抗ヒ剤及び抗 ア劃 ・

投興の影響

表10に 示す如 く3例 の泌尿性器結核患者に旧ツ

表9沈 降反応により生じた最適比沈降物注射の白血球数に及ぼす影響

.

家兎番号
沈 降 物 白 血 球 数

判 定
抗体価 抗原価 注 射 前 後3C' 60' 120〆 180'

64

65

66

1

2

4

80

160

320

6650

(100)

4550

(100)

6900

(100)

6200

(93)

3400

(75)

6550

(95)

4350

(67)

2850

(63)

5950

(86)

7000

(105)

4150

(91)

18000

(261)

87eo

(131)

12000

(264)

15000

(217)

十

十

表10抗 ヒス タ ミン剤,抗 プ ラ ス ミン剤注 射 の

検 査 方 法

症 例

1

2

3

4

5

嘉 ○ ♂43才

櫛 ○ ♀27才

松 ○ ♂25才

老 ○ ♀21才

山0920才

病 名

腎 前立 腺 結 核

胱胱結核背椎カリエス

前 立 腺 副 睾 丸 結 核

健

健

常

常

旧ツ液(1:2000)0・1cc皮 下注 射

白 血 球 数

前注射 後30、60' 120'180,

8550-r-250_1900_1250三1400

7950+15001950+650+1350

8400 90019001600 700

判

定

十ト'

十

十
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液(1:2000)0・1cc皮 下 に注 射 しLC、 の 増減 を吉

田K従 つて判定 す るに・症例1は 中等 度陽 性(→ ト),症

Pt・12及び3で は軽度 陽性(+1を 示 した・救 上 の対

照実験後3日 乃 至5日 後 に抗 ヒ剤 ソ ラ ミン20mg

皮下注射30分 後 に旧 ツ液fl:2000〕0・Iccを 皮 下

注射LCの 増減 を検 した 結果 は全症 例 共に軽 度 陽性
'(+)を 呈 し抗 ヒ剤 に よる抑制作 用 は殆ん ど 認 め る こ

とは出来 なか つた・更 に叙 上の検 査 後3日 乃至5日

を経過 して、 同一患者 に つい て抗 プ剤 イ プ シ ロ ン

1000mg静 注 置0分 を経 て 旧ツ液 〔1:20eO)O・lcc皮

下 に注射LCの 消長 を検 し 対 照実験 結 果 と比較 し抗

ブ剤の影響 を窺 つた・ 結 果 は 症 例1及 び3は 軽度

陽性,症 例2は 中等 度陽 性 を呈 した・ 即 ち泌 尿性 器

結核患者に於 ける吉 田氏 反応 を 抑 制 す る 作用 は抗 プ

剤 にはみ られ なかつ た.

要之,泌 尿性 器結 核患者 に 旧 ツ液 の微 量 を注 射 して

招 来 され るLCの 一 過性減 少症 は抗 ヒ剤 或は 抗 ブ剤

何れ によるも抑制 す る ことは出来 ない.

線 括 並 び に 考按

1931年 吉田義晴e)10)は結核 ワクチンAO

1号 の微量(体 重1kgに 対 し1免 疫 単

位)を 皮下 に注射し,注 射直前及 び 注射後

30分 毎2時 間に互 つて 白血球数(略LC)

の動揺を検するときは結核患者の殆んど総て

に減少を来すが,健 康者及び非結核患者に於

ては然らざるか或は寧ろ増 加 す る ことを認

め,結 核の新特殊診断法,所 謂吉田氏反応と

し て報 告 し,本 反 応を 以 て結 核 性,非 結 核 性

疾 患 の鑑 別,結 核 病 疫 の 活 動 性 の 程 度 の識

別,予 後 の判 定 を なす こ とが 出来 る と主張 し

た ・ そ の後本 反応 に つ い て多 くの追 試 が行 わ

れ11,12〕13,14,L5)16)17,J概ね 吉 田 の 主 張 を支 持

す る結 果 を 得 て い るが,本 反 応 の発 現機 序 に

つ い て明 らか にす る もの な く又 ツベ ル ク リン

反 応 との 乖 離 が屡 々み られ る こ と に つ い て

も解 明を 欠 い て お り,吉 田 反応 と結核 症 との

欄 連 に就 ての報 告 は 経 験的 範 疇 を 出 て い ない

こ とを知 り,両 者 の関 係 殊 に吉 田反 応発 現 の

機 序,ひ い て は そ の本 態 を聞 明 す べ く本研 究

を企 図 した,然 して第1回 報 告 に 於 て余 は 泌

尿 性 器結 核 患 老に 就 て 吉 田 反応 を検 し吉 田の

主 張 の如 く,可 成 りの 高率 に 白血 球 数 の 一

過 性 減 少 が招 来 され,非 結 核 患 者 に於 ては 本

現 象 は み られ な い揚 合 カミ多 い こ とを認 め た.

更 に吉 田反 応 は結核 ワクチ ンのみ な らず 旧 ツ

液(1:2000)の 微 量 の 皮 下 注 射 に よつ て 同

様 に,又 シユ ワル ッマ ン炉液 で あ る コ ンム ニ

ン皮 下 注 射 に よつ て も結 核 患 者 に 於 て は屡 マ

結 核 ワ ク チ ン と同様 現 象が 発 来 す る こ とを立

証 した1)2)IS}19〕.更 に 患腎 そ の他 の 結 核 病 巣

を 別 除す る と きは 日を遂 つ て吉 田反 応 は陽 性

度 低 下 乃 至 陰転 を来 し,吉 田反 応の 発現 機 序
'と結 核 病 巣 の活 動 状 態 との 間 に密 接 な 関連 性

所謂吉田氏反応ぼす影響

ソラ ミン20mg皮 下 注射 後 旧 ツ液0,董cc皮 下 注

白 血 球 数

注射 前 後30'60'120'180'

72501t1501450_400-150

6500150_1800-1350-200

7250-11001550+65) 150

910,250_950+500+1400

7500-900400_400200

判
定

1

十

十

イプ シロン ーIOOOmg静 注10分 後

旧 ツ液0・1cc皮 下 注

白 血 球 数

注 射 前 後30'60'120'180ノ

7350850+550-9001050

780017001850-4501700

8150-11501300-850+750

78([O-700950-150+200

6650+450+500+50+2600

判
定

十

什

十
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の存 在 が推 察 され た 。然 して 吉 田 反 応 とツ反

応 とは 屡 々一 致 を欠 ぎ,患 腎 別 除数 週 に し て

吉 田反 応は 陰 転 す るに ツ及 応 は依 然 とし て強

陽 性 を持 続 す るこ とが屡 々で あ り,或 は 吉 田

反応 陽性 患 老 に ツ反 応は 陰 性 を 示 す こ とが あ

るな ど両 者は その発 現 機 序 を異 に す る ものが

あ り,結 核 症 の活 動 性 判 定 の指 標 と しては 明

らか に ツ反 応 に比 し吉 田反 応 に信 愚性 の 高 い

こ とを 示咬 す る結 果 を得 た.

更 に安 達201或 は首 藤211等 に よつ て 吉 田反

応発 現機 序 と関 連性 を老 慮 され た肝 機 能 障 碍

は 本 反 応 と密 接性 を認 め難 い こ とを立 証 し,

寧 ろ感作 動 物 抗 原 再注 射 に よ り惹 起 され る過

敏 症 或 は過 敏 症 シ ョッ ク当初 に み られ る 白血

球 数 減 少(Biedl,A・&Kraus,.R・,22,Hugo

weiss&J.Tsuru.23〕,schlecht,H.24).

Wittkower,E.,25}MasYMagro,F.,26)

Webb,R.A.,27)Ahell&Schenk.,28}Drag-

stedt,Ramirez&Iawton.,29}Bradt,N.

G.,sandage,c.N.&Birkeland,J.M30)

31)32)33,34)35}36)等)或 は ショ ッ ク 乃至 全身 的

過 敏 症 を 呈 しない 程度 に営 為 され る抗 原抗 体

反 応時 に 於 け る 白血 球 増 多 症 に 前駆 す る僅 微

な 白血 球 減 少症 の出現(北 村 銀 二37り 等 の 事

実 に も とず き,吉 田 反応 は結 核 病 巣 に職 由 す

るこ とは 間違 いな い とす る も,結 核 病 巣 それ

自体 に 於 て営 為 され る現 象 で は な く,結 核 病

巣に 或 は結 核 病 巣 産生 物 に 由来 し惹起 され た

生体 変調 を基 調 として結 核 菌 毒 乃至 結 核 菌 産

生 物 の挑発 に よつ て 展 開 され る生 体 の一 反 応

で あ ら うとの想像 をな した.

叙 上 の 想定 の も とに第2報 に於 て は 吉 田

反 応 と抗 原 抗 体 反 応 との 関係 を 追 究 す るた

め,主 として体 液性 抗 体 を 産 生 す る と思 考 さ

れ るチ フ ス ワクチ ン及 び人 血 清,主 と して 組

織 鉤 着性 抗 体 を産 生 す る と老 え られ るBCG

及 び精製 痘 苗 を抗 原 として選 び,夫 々 に よつ

て感 作 した家 兎群 に 同種 抗原(BCG感 作 家

兎 では 旧 ツ液 を 使 用 〉 の微 量 を再 注 射 し 白血

球 数 の動 揺 を検 した所,チ フス ワ クチ ン或 は

人血清感作家兎群では抗原の微量再注射に ょ

つて一過性白血球減少症が殆んど総ての家兎

に,然 も前者では凝集価の,後 者では沈降価

の高い程顕著に現われたが,BCG或 は精痘

感作家兎群では感作早期,流 血中に尚抗体が

含まれておると思考される時期に於てのみ阿

種抗原再注射によつて一過性白血球数減少が

少数の家兎に於て招来されるが,日 時が経過

し流血中の抗休が組織に鉤着されたと想像ざ

れる時期,即 ちBCG感 作家兎ではR6mer

反応が陽転後に至ると,叙 上の一過性白血球

減少現象は殆んど現われな くな り,臨 休例に

於て認めた吉田反応 とツ反応との乖離に対し

実験的に釈明の資を提供することが出来た・

更にBCG感 作家兎群の皮内に濃厚なツ液を

注射することにより,未 感作家兎群に比して

高率に然 も強 く一過性白血球減少症の招来も

認めることが出来た・即ち吉田反応は流血中

に抗休が存在する時は皮下或は静豚内に,皮

膚組継に抗体が鉤着する際は皮内に同種抗原

の微量を注射するとき惹起され る もの であ

り,換 言すれば抗原抗体反応に職由して現わ

れる現象であることを立証する こ とが 出来

た.

斯の如き第2報 で認めた事i象から更に想像

され ることは受動感作動物に於ても同種抗原

の微量を注射すれば当然能動感作動物の場合

と同様な一過性白血球減少症が惹起 されて然

るべきことである.抗 原 として使用した20・1

%結 晶卵白ア液及び受動感作 に用いた抗結

晶卵白ア家兎血清の何 れ も家兎体重kg当

り02cc宛 静注 し,注 射後3時 間に互つて

検 したLCの 動揺は多 くは £0%以 下,少

数に於て26%減 をみたに過 ぎ な いのに反

し,叙 上の対照実験を行つた家兎を受動的に

感作し,対 照実験 と同一抗原を同一量静注す

るに抗原注射30乃 至60分 後 にLCの 一

過性減少が明らかに認められ,然 も同一家兎

について24時 間後再び同一抗原の同一微量

を再注射 した所,一 過性LC減 少率は14、乃
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毒a5%程 度 に過 ぎず,受 動感作直後抗原

を注射した場合 と比較するに著 しく軽度とな

つた,、・然 るに感作直後抗原注射 を行わず24

時聞後始めて抗原注射 を行つた1頭 では45

%のLC減 少がみられた・叙上の実験結果か

ら能動感作家兎に於ける同一抗原の微量再注

射後にみられたLCの 一・過性減少 と全 く同
一;t現象が予想した如く受動感作家兎に同一抗

厚微量注射によつても招来され ることを立証

し得た.

然も同一家兎 について受動感作3時 間後

及び24時 間後の2回 に亘 り叙上 の実験を

繰り返す時は24時 間後は3時 聞後に 比し

てLC減 少率は遥かに軽微である.こ れ は

受動的に移入された抗体が24時 間後既に流

血中より排除されたと考えるよりも寧ろ第1

圓実験によつて脱感作されて既に抗体の殆ん

どが流血中より消失 したに もとず くものと思

われる.

このことは沈降素価を異にする抗卵白ア家

兎血清を以て受動感作 した2群 の家兎に於て

沈降素価高ぎ抗血清(64×5,t20)を 以 て感

作した家兎群の方は抗原注射に よつてLC最

大減少率46%,64%及 び71%を 示 した

のに対し,沈降素価の低い抗血清(4×2,560)

を以て感作した家兎ではLC最 大減少率12

%及 び24%に 過ぎなかつた 事実からも首

肯される.

要之,叙 上のことから結核患者に微量の旧

ツ液皮下注射後招来される二過性白血球減少

症,即 ち所謂吉田氏反応は流血中の結核性遊

離抗体とツ液 とによる抗原抗体反応に職由し

て招来されることは疑 う余地はない.又 血中

遊離抗体価が高い程減少率が顕著であること

は血中に遊離抗体を多量に放出する病態が生

体に起ればLC減 少率 は増強し,叙 上の病

態が持続すれぱLC減 少率は高 い価を維持

するであろうし,抗 体が低下する如き,即 ち

病巣活動状態が沈静乃至除去されるとLC減

少率も低下することたなる.吉 田が臨抹的に

吉 田反 応 を 以 て 結核 性,非 結 核 性 疾 患 の 鑑

別,結 核 病 変 の活 動1生程 度 の識 別,予 後 の判

定 を なす こ とが 出来 る との 主 張 に対 し余 の叙

上 の成 績 は 実 験的 根 拠 を与 え た もの と思 う

更 に余 が 泌 尿性 器 結 核 患 者 の多 くに吉 田反 応

陽性 の結 果 を得 患 腎 等 の主 要病 巣 別 除後 間

もな く吉 田反 応 の陽 性 度 の低 下或 は 陰 転化 を

認 め た 事 実 は,我 教 室 池 上38,が 腎 結核 患 老

に 於 て特 異 的 に増 加 した 感作 赤 血 球 凝 集価 が

患腎 捌 除 後 次 第 に低 下 し,術 後3週 に して既

に術 前価 に 比 して有 意 の減 少 を示 し,又 家 兎

を 実験 的 にBCGを 以 て免 疫 す る 際 にR6-

mer反 応 陽 転 に先 だ つ 極 め て 早 期 に 感 作赤

血 球 凝 集 価 を立 証 した業 績 と照合 す る ときは

LC減 少 率 と流 血 中 の遊 離抗 体価 の消長 とが

平行 関係 に あ る こ とは 明 らか で あつ て,こ れ

又 吉 田 の臨 休 経験 に よる主 張 に 同 じ く,臨 休

的検 索 結 果 よ り 支持 的 資 料 を 提供 す る もの

で あ る.

DaleH.Hド&Laidlaw,P.P.r,39レBarge1

&Dale40)の 業 績 を端 緒 として 生 れ,Best,

C.H.DaleH.W.&ThorpeW.V.,41}そ の

他 多数 の業 績42143144〕45146,47切こよ つ て 根 拠

づ け られ た抗 原 と抗 体 の作 用 に よつ て ヒ ス タ

ミン(略 ヒ)が 組 織 よ り遊 離 も し くは 産 生 さ

れ る との見 解 に も とづ き,吉 田 反応 を考察 す

る ときは感 作 動物 に抗 原 を 注 射 して誘 発 され

るLC減 少 が抗 原 抗 体 反 応 に よつ て 血 中 に

現 われ た ヒに職 由 す るに 非 ず や との考 え が浮

ぶ4S)49):O).よ つ て余 は本 反応 に 対 す る抗 ヒ

剤 の 抑制 作 用 を検 した 「01)52}"3)S4)55,56}結果 は

能 動 感作 家 兎 群 に 於 て は多 少 の卿 制的 効 果 か

あ るか に み え たが,受 動 感 作 家 兎群 に於 ては

殆 ん ど これ を認 め る こ とが 出来 な か つ た・ 更

に ショ ッ クを招 来 す る程 度 の ヒを 家 兎 に注 射

して もLC減 少 率 は15乃 至30%程 度 で

あ り抗 原 抗 体 反 応 に よつ て招 来 され る如 き顕

著 なLC減 少 は み られ な い のみ な らず ショ ッ

ク死 を来 す程 の大 量 の ヒを投 与 して も予 め抗

ヒ剤 を投 与 す る こ とに よ りシッ ヨ クは 完全 に
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抑 制 されLC減 少 も又 招 来 され な い,叙 上 の

実 験結 果 等 を 綜 合考 察 す る ときは能 動 感 作 家

兎群 に於 て抗 ヒ剤 の 抑制 効 果 が あ るか に み え

たが,少 く ともLC減 少 の主要 機 序 に ヒ乃 至

ヒ様 物質 が 関 与 す る とは 老え 難 い

Ungar,G.,57,58〕59,60,(1947)は 感 作 され

た動 物 の血 清 に対 応 す る抗原 を混 ず る と線 維

素 溶 解酵 素(Fibrinolysin)が 賦 活 され,又

試 験管 内 で抗 原抗 体 反応 を 惹 起 させ る と血 清

線 維 素賦 活 酵 素(Serofibrinokinase)セ こよっ

て線 維 素溶 解 酵 素 原(Profibrinolysin)が 賦

活 され,何 れ も活性 のFibrinolysinと な る

と唱 え た.然 してFibrinolysinは 遊 離 す る

や否 や血 清 中 に常 に 存 す るAntifibrinolysin

に よつ て破壊 が 開始 され るが,Fibrinolysin

が遊 離 され る段 階 と,こ れ が 分 解 され る段 階

との間 に は,後 者 の過 程 が 比 較 的緩 慢 な為 に

一 定 の時 間 的間 隙が あ り
,こ の時 間 内に 於 て

本酵 素 が ヒそ の他 の物 質 を遊 離 せ しめ る と唱

え た ・ こ の仮 説 が正 しい とす れ1:"Antifibri-

nolysin即 ち抗 プ剤 を投 与 す る こ とに よ り或

は抗 原 抗体 反応 に職 由す る一過 性 白血 球 数減

少即 ち吉 田 反応 を抑 制 し得 るか も しれ ない と

の想 定 の も とに 第III項 の実 験 を行 つ たが,

抗 プ剤 イ プシ ロ ン に は 何等 の抑 制 作 用 もみ

られ なか つ た.要 之,抗 原 抗 体 反応 の結 果,

活性 のFibrinolysinの 遊離 が あ る として も

本 酵 素 は叙 上 の一過 性 白血 球 減少 機 転 に は参

与 しない もの と思 推 され る.

又 抗 ヒ剤,抗 プ剤 が結 核 患 者 に 於け る吉 田

反応 に 何等 の抑 制作 用 も及 ぼ さな し こ と は

泌 尿 性 器結 核 患 者3例 に つ い て行 つ た検 索 に

於 て も全 く同様 に立 証 され た(第V項 参 照) .

流 血 中の抗 体 と之 に対 応 す る微 量の 抗 原 と

の反 応 に よつ て招来 され る一過 性 白血 球減 少

症 が 抗 原抗 体 反 応 の結 果 遊 離 され た活性 化 し

たFibrinolysinの 或 は該 酵 素 に よつ て 遊離

され た ヒの作 用 に職 由す る もので ない とすれ

ば,更 に遡 り抗原 抗 体 反 応 に よつ て生 ず る沈

降 物61)62}G3}64)65}そ の もの の作 用 を検 討 す る

の要が生れる.こ こに於て余は抗卵白ア家兎

血清 とO.1%卵 白ア液 と噛混和,室 温に24

時間放置 し,生 じた沈隆物を生理的食塩水を

以てよく洗濃後,そ の浮遊液の微量を健康家

兎に静注するに一過性白血球減少症が全家兎

に顕著に招来され,然 も本現象は抗3剤 を予

め投与することによつて抑制することが出来

なかつた.更 に抗卵白ア家兎血清 とO.1%卵

白ア液 とを最適比に混和,37。C1時 聞放置

し,生 じた沈降物を遠沈し,生 理的食塩水に

て洗蘇後,そ の浮遊液の微量を静注した所,

抗体価,抗 原価の比を1二80及 び2=160

とした沈降物静注後は軽度乍 ら一過性白血球

減少症が現われたが,抗 体価,抗 原価の比が

4:320と 抗体及び抗原が高度に稀釈,混 和

された際の沈降物ではLCの 減少 は極 く軽

微に過ぎなかつた・要之,抗 原抗体反応沈降

物の微量を健康家兎へ静注す るときは一過性

白血球減少症が招来 され る.然 して抗原 と抗

体 とを最適比に混和するも両者の稀釈が,或

る限界を越えない限 り叙上の現象はみられる

が或る限界を越えて稀釈された場合は特異的

なLC減 少症の発現は顕著でなかつた・

最適比混和の揚合は別 として最大の沈降物

形成を得て行つた第IV項 の実験 では 沈降

物が抗原過剰に偏することも考 え られ,抗

原66}た る卵白アの作用 も考慮に入 れねばな

らないが,既 に対照実験の一つ として試みた

0・10/。卵白ア液家兎体重k9当 りO.2cc宛

静注によつてはLCの 減少は殆 んど現われ

なかつた(12乃 至25%減}こ とから考えL

て抗原抗体反応沈降物静注後,殊 に両者の最

適比沈降物静注後に も現われた白血球減少症

は卵白ア液の影響 とはなし難 く,恐 らくは沈

降物そのものの特異的作用に帰すべきものと

思 う.

又百合野e7[に よれば 受動感作後白血球が

抗体を摂取するに一定の期間(潜伏期)を要す

ると云 う.然 るに家兎を受動感作直後,対 応

抗原を注射するもLCの 減少 は 明らかに招
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来されるを以て,本 硯象発現機序 として白血

球自休の感作は必要 としない様である・従つ

て本現象はFavour,6s}Miller,6s}Kanzler7e〕

その他7・J,7a}?3,74)75,による結核患者に於ける

ツベルクリン液加試験管内白血球溶解現i象,

或は前川J茅野7'Dの提唱する白血球自体の特

異的感作の影響を追究する雲験的"Leukon

Allergy"の それ とは発現機序を 自ら異にす

るものである.

由是観之,吉 田反応即ち体液性抗体を保有

する動物に於ては対応抗原の微量を皮下或は

静豚内に,又 組織鉤着性抗体を保有する動物

に於ては同じく対応抗原の微量を皮内に注射

する時は抗原抗体反応に職由して末棺流血中

に一過性白卑球減少症が而 も抗体の多寡に応

じて高度に或は軽度に現われる.そ の作用機

序 としては抗原抗体反応時遊離すると云われ

'るヒ或はヒ様物質又はFibrinolysinは 関与

することなく,抗 原抗体複合物がLC減 少の

発現に重要な役割を演ずる もの の 如くであ

り,然 も白血球自体の感作は必要な く,あ く

迄も流血中の遊離抗体 と微量の対応抗原との

反応が重要な役割をなすと考えられる,要 之

結核患者に於ける所謂吉田氏反応は結核患者

流血中の遊離抗体の増減に応じて陽性度を現

わす反応である.従 つて当該患者の結核病変

の病態を或程度投影す るものであり,本 反応

を以て結核性,非 結核 性の鑑別,結 核病変の

活動性程度の識別,予 後の判定をなすことが

出来るとの吉田の主張に対 し,叙 上の実験結

果は支持するに足る充分の資料を提供するも

のである.

結 論

体液性抗体を産生すると思推され る抗原を
　

以て感作した動物に感作に用いた同種の抗原
ぼ

の微量を注射後招来される一過性白血球減少

現象の発現機序を明らかにせんとして,抗 結

晶卵白アルブミシ家兎血清を以て受動感作し

た家兎に結晶卵白アルブミンの微量注射が白

血球数に及ぼす影響,感 作動物に微量同種抗

原再注射後の白血球数減少現象に対する抗 ヒ

スタミン剤、抗プ ラスミン剤の影響,試 験管

内抗原抗体反応によつて産生された沈降物注

射の家兎白血球数に及ぼす影響並びに泌尿性

器結核患老に旧ツベルクリン微量注射によつ

て招来される一過性白血球減少症,所 謂吉田

氏反応に対す る抗ヒスタミン剤及び抗プラス

ミン剤の影響を検し,次 の如き結果を得た ・

1)健 康家兎に0.1%結 晶卵白アルブミン

液或は抗結晶卵白アルブミン家兎血清を何れ

も家兎体重kg当 り0.2cc宛 静注するも健康

家兎の末梢血白血球数に認むべき増減は現わ

れない

2)抗 結晶卵白アルブミン家兎血清を以て

受動感作 した家兎に0.1%結 晶卵白 アルブ

ミン液家兎体重kg当 り0.2cc宛 静注 する

ときは著 しい一過性白血球数滅少症が招来さ

れる.然 して21時 間の間隔をおいて同様抗

原を再度静注するときは第1回 注射時に比し

て白血球減少症発現の程度は著しく微弱 とな

る.

3)受 動感作家兎に同種抗原の微量静注後

招来される一過性白血球減少症は感作動物流

血中に移入される遊離抗体の沈降素価の高い

程強く然 も永続的に現われる・

4)結 晶卵白アルブミン感作家兎に抗原結

晶卵自アルブミン液の微量を注射 して招来さ

れる白血球減少症は抗 ヒスタミン剤で多少抑

制される禄であるが,受 動感作の場合には抗

ヒスタミン剤の抑制効果は殆 ん どみ られな

し・.

5)ヒ スタミン注射は家兎に軽微な一過性

白血球減少症を招来す る ものの如 くである

が,本 現象は抗ヒスタミン剤の同時投与によ

り完全に抑制され る.

6)受 動感作家兎に於ける同種抗原再注射

によつて招来される一過性白血球減少症は抗

プラスミン剤の同時投与によつて抑制されな

い.
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7)試 験管内抗原抗体反応によつて生じた

沈降物の生理的食塩水浮遊液の微量を健康家

兎に静注する時は一過性白血球減少症が招来

され,本 現象は抗 ヒスタミン剤投与によつて

抑制されない.抗 原 と抗体 とを高度に稀釈し

て最適比に混和,反 応させて得た沈降物でも

又軽度ではあるが同様に特異的白血球減少症

が招来される.

8)泌 尿性器結核患者に於ける旧ツベルク

リン液を以て検した吉田氏双応に抗 ヒスタミ

ン剤及び抗プラスミン剤同時投与は何等の抑

制作用も示さない.

叙上の結果並びに第1及 び第2回 報告の結

果とを考察し次の結論を得た.

1)結 核患者に於て結核.7ク チン或は旧ツ

ベルクリンの微量を皮下に注射し招来され る
一過性白血球減少症 ,所 謂吉田氏反応は結核

患老流血中の結核性遊離抗体 と抗原たる結核

ワクチン或は旧ツベルクリンとの間に営為さ

れる抗原抗体反応に職由するものであり、ツ

ベルクリン反応抗体たる組織鉤着性抗体は関

与しないものの如 く,従 つて吉田氏反応とツ

ベルクリン反応とは乖離する場合がある.

2)所 謂吉田氏反応の陽性度は流血中の結

核抗体の多寡によつて左右きれ る,即 ち抗体

価が高い時は白血球数減少は著しく且持続的

であり,抗 体価が低い時はその逆 となる・従

つて結核患老に於て流血中に抗体価が上昇す

る如き現象が起れば吉田氏反応陽性度は増強

し,抗 体価が下降すれば陽性度は低下又は陰

転化する・

3)余 の実験結果は所謂吉田氏反応は結核

性,非 結核疾患の鑑別,結 核病変の活動性程

度の識別,予 後の判定をなすことが出来ると

の吉田義晴の主張に実験的基盤を与えたもの

と信ずる.

(本篇の要旨は第43回 日本泌尿器科学会総会に

於て発表 した.)

(終りに本学微生物学教室六反田教授の御教示御

校閲を深謝 する.)
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